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少子高齢化と人口減少の進行は、地域社会の担い手不足や経済活動の縮

小という深刻な課題を招いています。地方自治体においても、職員数の減

少や厳しい財政運営が見込まれる一方、市民のライフスタイルの変化に伴

い、行政ニーズは複雑化・多様化しています。国立社会保障・人口問題研究

所の推計によれば、岩見沢市の生産年齢人口（15～64歳）は、2025年の

約3.9万人から2050年には約2.4万人へと、わずか四半世紀で37.4％

も減少する見通しです。このような労働力不足は、地域経済のみならず行政

サービスの維持そのものを揺るがす極めて深刻な事態です。

今後の行政運営において、限られた人員・資源で質の高いサービスを継続

するには、デジタル技術を最大限に活用し、既存の仕組みを抜本的に見直

す必要があります。これまでの延長線上ではない、効率的かつ柔軟な行政

運営モデルへと転換を図ることで、市民の利便性向上と持続可能なまちづ

くりを同時に実現することが求められています。

（１） 計画策定の背景と目的

１ 計画概要

3

① 社会情勢の変化と持続可能な行政運営への転換

生産年齢人口（15歳～６４歳）の推移（全国・岩見沢市）
（人）（千人）

出典：1980年～2020年／総務省「国勢調査結果報告」、2025年～2050年／国立社会保障・人口問題研究所「日本の
将来推計人口（平成29年推計）」「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）」より作成

→ 推計

生産年齢人口
（2025年）

38,840人

生産年齢人口
（2050年）

24,305人

2025年～2050年で

約29.8％減

2025年～2050年で

約37.4％減
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深刻化する社会情勢を打破する鍵となるのが、実用段階へと進化した先端技術の実装にあります。AIやIoT、クラウド、高度なデータ利活用は、今や複雑

な課題を解決するための極めて強力な「手段」となっています。

これを受け、岩見沢市ではこれまでの慣習にとらわれない柔軟な発想で行政運営の在り方を根本から再定義するとともに、最先端のデジタル技術を単な

る道具に留めるのではなく、豊かなくらしを支える『新しい時代のインフラ』として組織のあり方や業務プロセスそのものに深く融合させていく必要があり

ます。

デジタル技術で組織とサービスを最適化する「DX（デジタル・トランスフォーメーション）」を強力に推進し、市民の利便性向上や機動的な住民サービスの

提供に加え、地域産業の生産性向上を図ることで、労働力不足という制約を乗り越え、持続可能なまちづくりを同時に実現することが本計画の目的です。

１ 計画概要

② テクノロジーで拓く次世代の行政 ～ デジタルを『新時代のインフラ』へ

4

差し替え
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岩見沢市ではこれまで、「情報化を市民の利便性と地域活性化に直結させる」という一貫した方針のもと、全国に先駆けたICT基盤の整備と利活用を戦

略的に推進してきました。

インフラ面では、平成5年から情報通信技術の利活用による基盤整備の構想を掲げ、平成９年に全国の自治体に先駆けて構築した自営光ファイバ網が、現

在では岩見沢市ならではの「地域特性」として強固な基盤となっています。このICT基盤を通じて公共施設や各学校の高度な通信環境を整えたほか、令和

5年度には通信事業者との協調により市内全域での光回線整備が完了させるなど、地理的制約によらないデジタル・ディバイドの解消と、誰もがデジタル

の恩恵を享受できる環境づくりに努めてきました。

１ 計画概要

5

③ 市の動向（地域に資するデジタル実装の深化と共創の軌跡）

・自営光ファイバの整備（平成5年～） ・遠隔画像診断（平成15年～）

・遠隔学習
（平成9年～）

・児童見守りシステム（平成19年～）

・高精度位置測位情報や気象観測データを
活用したスマート農業（平成25年～）

・岩見沢市役所新庁舎供用開始（令和３年～）
・窓口対応のスマート化（令和３年～）
＜書かない窓口＞

・窓口対応のスマート化（令和4年～）
＜オンライン申請、キャッシュレス決済＞

地域実装においては、岩見沢市の基幹産業である農業分野で大学・企

業との共創体制を礎に、高精度位置測位情報を活用した自動走行トラ

クターや気象観測データの利活用による「スマート農業」を推進し、生産

性の向上と労働力不足の解消に挑戦してきました。また、北海道大学

COI-NEXTへの参画を通じ、長年にわたる母子健康調査等のビッグ

データを活用した健康経営都市の深化をはじめ、遠隔医療、ローカル

5Gの実証、さらにはGIGAスクール構想の早期実現など、多角的な社

会課題解決モデルを構築してきました。

行政面でも、新庁舎供用開始に伴い、窓口対応のスマート化（書かな

い窓口・オンライン申請・キャッシュレス決済）を導入し、市民の利便性と

事務効率化を図るとともに、高齢者向けのスマートフォン講習会を実施

するなど、誰一人取り残さない支援にも取り組んでいます。
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人口減少と少子高齢化の進行により、地域社会の担い手不足や行政リ

ソースの制約が深刻化する中で、市民のくらしと行政サービスを持続させ

るためには、デジタル技術を基盤とした抜本的な変革が不可欠です。

岩見沢市がこれまで培ってきたICT基盤という「地域特性」を最大限に活

用し、市民・企業・大学等との連携のもと、デジタルを豊かなくらしを支える

「新時代のインフラ」として組織や業務プロセスに融合させるとともに、

UI/UXを意識した行政サービスの提供を通じて、地域価値の創造と持続可

能なまちづくりを同時に実現していかなければなりません。

そのため、本計画はDX推進の基本理念や基本方針、重点項目を示す「基

本計画」として策定し、行政や地域社会で取組みを進める共通の指針とする

とともに、個別の具体的な施策や事業については、別途策定する「実施計

画」において整理し、計画的に推進を図ります。

１ 計画概要

6

④ 今後の方針(計画策定の目的)

持続可能な行政・地域社会へ
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本計画は、DXに係る個別計画として位置づけ、「第6期岩見沢市総合計画」にて掲げられたビジョンを実現するため、国や北海道の各種計画や岩見沢市

の関連計画との整合・連動を図りながら取り組んでいきます。

１ 計画概要
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（2） 計画の位置付けと期間

① 計画の位置付け

岩
見
沢
市

総合戦略

整合

国

行政改革大綱

整合
整合

連動

岩見沢市総合計画

連動

整合・反映

北
海
道

デジタル社会の実現に向けた重点計画

整合・反映

自治体DX推進計画 北海道Society5.0推進計画

整合・反映

岩見沢市DX推進計画（実施計画）

岩見沢市DX推進計画（基本計画）
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本計画は、令和8年度から令和12年度までの5年間とします。

また、本計画は本市のDXの基本的な方向性を定め、その実現に向けた総合的な方針を定めるものであり、国・北海道の政策、情報通信技術の動向、社会

情勢などの変化に応じて見直していくものとします。

１ 計画概要

8

② 計画の期間
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本計画の策定にあたり、北海道教育大学岩見沢校の学生が、本市が目指すデジタル変革（DX）の象徴となるロゴマークを制作しました。

このロゴマークには、本計画が掲げる「くらしと産業のDX」「行政事務のDX」、そしてそれらを支える「共通基盤の整備」という、DX推進の意義が視覚的

に込められています。

今後は、計画書の表紙をはじめ、市が実施するDX関連の広報物や各種事業において本ロゴマークを積極的に活用し、デジタル技術によって切り拓かれる

岩見沢市の新しい未来像を市民と共有し、本計画への理解と関心を高めていくシンボルとして使用します。

１ 計画概要
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③ DX推進計画のロゴマーク

北海道教育大学岩見沢校と連携し、

現在、学生がデザインを制作しています。

完成次第、本ページに掲載いたします。



基本理念／基本方針2
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本計画では、DXを単なるツールの導入ではなく、「市民一人ひとりの幸せを支える基盤」と定義しています。デジタル技術を活用することで、行政の壁を

なくし、市民と地域、便利につながる仕組みを構築するとともに、第6期岩見沢市総合計画が掲げる「健康経営都市」をデータとテクノロジーの力でより確

かな、実感できるものへと進化させます。

この実現に向け、本計画では「基本理念」と「3つの基本方針」を設定します。

２ 基本理念／基本方針

（１） 目指す姿

くらしと産業をささえる いわみざわＤＸ

デジタルでつなぐスマート社会の実現

11

１

持続可能なデジタル市役所の推進２

地域社会と行政運営を支える体制・基盤の整備３
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２ 基本理念／基本方針

本計画の基本理念として、次の想いを込めて「くらしと産業をささえる いわみざわDX」と定めます。

（2） ＤＸ推進計画の基本理念

岩見沢市のDX推進は、デジタル技術そのものを目的とするのではなく、市民の「くらし」と地

域の「産業」がデジタルによって力強く支えられ、日々の生活や経済活動がより豊かに、より便

利になることを大切に進めていきます。

行政手続きや各種サービスの利便性を徹底して高めるとともに、地場産業の生産性向上や新

たな価値創造をデジタルで後押しすることで、地域経済の持続的な発展を図ります。

また、市民・企業・行政がデジタルを通じて自然につながり、日常の困りごとや地域課題を共

に考え、解決していくことで、デジタルが特別なものではなく、くらしと産業のあらゆる場面で

役立つ「あたりまえ」の基盤となる社会の実現を目指します。

12

くらしと産業をささえる いわみざわＤＸ
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２ 基本理念／基本方針

基本理念を実現するため、次のとおり基本方針を定め、DXを推進します。

（３） ＤＸ推進計画の基本方針

利用者ファーストの視点で行政手続きを省力化することで、便利で安心なくらしを支えます。デジタルで市民・

地域・行政がつながるスマート社会の実現を目指します。

これまでの仕事の進め方を根本から見直し、効率的な行政運営を実現します。現場の課題に素早く応える機動

力と柔軟性を備えた組織へと転換し、持続可能なデジタル市役所を推進します。

不確実な未来や社会情勢の変化にも柔軟に対応できるよう、地域社会と行政運営を支える強靭でしなやかな

体制・基盤を整備します。

13

デジタルでつなぐスマート社会の実現１

持続可能なデジタル市役所の推進２

地域社会と行政運営を支える体制・基盤の整備３

重点項目

重点項目

重点項目



重点項目3
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15

３ 重点項目

（1） 重点項目体系

3つの基本方針を実現するため、次の重点項目について取り組みます。
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16

３ 重点項目

A-1

「行かない」 「待たない」 「書かない」

新しい窓口サービスへ

「 行かない ・書かない ・待たない 」窓口サービスの実現を目指し 、オンライン申請

の拡充と窓口のデジタル化を推進します 。

キャッシュレス決済やマイナンバーカードを活用した手続きの省力化により 、利

便性を向上させます 。手続きのスマート化により 、市民一人ひとりのニーズに最

適化された質の高いサービスへの転換を図ります 。

市民サービスの変革
(フロントヤード改革)
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17

３ 重点項目

A-2

デジタルを活用した
市民生活の質の向上

くらしを彩り

未来を守る

デジタルで一歩先の日常へ
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３ 重点項目

A-3

地域経済の活性化と
共創

新時代を創るデジタルの力で

地域の活力を最大に
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３ 重点項目

B-1

行政運営の変革
（バックヤード改革）

デジタル技術の積極活用により

行政事務の最適化と

業務プロセスの再設計を推進
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３ 重点項目

B-2

情報システムの
効率的な整備

個別最適から全体最適へ

柔軟で持続可能な

システム基盤を構築
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３ 重点項目

C-1

デジタル人材の
確保・育成

変革の原動力となる

D Xマインドを醸成し

実務人材を育成
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３ 重点項目

C-2

DX推進体制と
ガバナンスの構築

全庁横断の推進体制を構築し

変革を担う組織文化を醸成
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３ 重点項目

C-3

データ利活用の推進と
強固なセキュリティの

確保

データの利活用と

強固なセキュリティの両立による

信頼性の持続化



推進方法4
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４ 推進方法

（1） 計画の推進方法

本計画を着実に推進していくため、事業の進捗や効果について適切に評

価し、その結果に基づき見直しや改善を継続的に図っていく「PDCAサイク

ル」が重要です。

そのため、重点項目の進捗状況を的確に把握するとともに、本計画の全

般にわたる検証・評価を実施することにより、適切な進行管理に努めるも

のとします。

① PDCAサイクルによる継続的な改善

本計画を着実に実行し、市民生活の質の向上と行政事務の効率化を実現するため、中長期的な視点に基づく「継続的な改善」と、デジタル社会の変化に

対応する「柔軟な即応」を組み合わせた体制で推進します。

DXの推進においては、デジタル技術の進化や市民ニーズ、社会経済情

勢の急激な変化に即座に対応する「スピード感」が不可欠です。そこで、従

来の計画的アプローチに加え、状況を素早く判断し柔軟に行動する

「OODA（ウーダ）ループ」のフレームワークを併用します。

② OODAループによる迅速な意思決定
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（1） 用語解説
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岩見沢市DX推進計画（基本計画）

令和８（2026）年●月

岩見沢市 企画財政部 情報政策課
情報システム課

本推進計画で掲載しているイラストの一部には、生成AIを活用しています。これらはイメージ図であるため、内容の細部について実際のものと異なる場合があります。


